
＜意見交換＞ 

・チャレンジスペースを利用するにあたり、利用規約をもう少し明確にするとよいのではないか。 

→昨年は工作のみだったが、今年はさらに音楽や物販も計画しているなど活動の幅を広げている、今年の

活動経験も併せて、来年までにはある程度のルールを整理したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

       

        

 

 

No. 団体名 実績・活動予定等 

① 
株式会社  

桧家住宅名古屋 

・春まつりで丸太切りイベントを開催した 

・ものづくりと木・木材と触れ合えるイベントをしていきたい 

② 
特定非営利活動法人 

コミュニティーデザイン

ながくて 

・自然体験プログラムを実施、自然を通じて親子の交流を図る 

・里山の暮らしや風景の魅力を伝えたい 

③ 
特定非営利活動法人  

楽歩 

・地球市民交流センターに冬青珈琲店を出店している 

・ファーマーズマーケットなどを通して、公園への新たな集客を提案したい 

④ 
愛知万博 

ピンバッジ交換会 

・ピンバッジ交換会を 77 回開催した 

・万博への思い入れのある方たち同士との交流を深めていきたい 

⑤ これぱ！ 
・サブカルチャーのイベントをメインに活動している 

・あいちポップカルチャーフェスで痛車イベントを担当した 

「食」について  

今年度はサトラボで収穫した小麦を活用した「うどん作り」をやれるとよいと考えています。 

＜意見交換＞ 

・収穫したものだけを利用するだけではなく、収穫する前の段階から一緒に農業体験をするようなプラン

となるとよい。 

・収益は上げてもいいのか。例えば、企業の PR を兼ねて食品会社のプロモーションイベントを手掛けた

場合に利益が発生するといったことが挙げられる。 

→企画の内容次第では収益を上げてもよい。お客さまが楽しめて、企業の PR も兼ねることによってお

金をイベントの経費として使えて良いものが提供できればよいかと思う。事務局に相談してほしい。 

→一度やってみるとよい。企業とコラボすることにより里山体験ゾーンを広く知ってもらえたり、課題

もみえてくると思う。 

 
 

「宿泊」について  

 制度や管理上の問題から、今すぐに宿泊利用をしていくのは難しいことが解ってきました。宿泊利用を実

現するためにも、ラボハウスに宿泊すると来園者にどのような魅力的なことが起こるのか、公

園全体にどのような付加価値を生むのかなどを整理していくことが大切になりそうです。 

＜意見交換＞ 

・宿泊を禁止はしていないが、現在の体制では管理上難しい部分があるというのが本音である。実現のた

めには今後も議論が必要である。 

 ・あいちサトラボ開拓団も始まって７～８年の団体なので、プロジェクトの進行に合わせて活動の理解を

深めるための勉強を重ねていきたい。 

「料理や工作が楽しくなる分科会」の活動計画が紹介され、承認されました。 

 

※ルールブックに則り、今年度は分科会活動報告の機会をコア会議等で設けることとしています。 

・「愛・地球博記念イベント」企画・運営分科会と「人と感性を育む総合芸術分科会」より活動報告がありました。 

料理や工作の時に使う「刃物」の研ぎ方を教えます！ 
切れ味の良い包丁でサラダをつくる料理教室や、切れ味の良い小刀での箸づくりなど、

公園利用者のための新たな魅力ある活動メニューをつくることができます。 

鎌やナタなども研ぐことが可能なので、よく切れる鎌で草刈りや里山管理の効率を上

げ、公園の魅力アップにもつながる可能性も！ 

会員の皆さんの要望に応じて、刃物研ぎの技術をお教えします！ 
代表：いだか竹とんぼの会 

【プール前大屋根について】 

・今年度は 7/22 から 8/12 までの期間の土日に「プール前大屋根」を活用する方針とするこ

とが、事務局より報告されました。 

ワークショップブースやステージなどへの参加会員を今後募集します！ 

 

 
・事務局より説明があり、退会者・休会者について報告されました。 

・退会が 3団体、休会が昨年度からの休会と併せて 20 団体、新規会員が 5 団体追加されましたので 

今年度の有効会員数は 70 団体となりました。 

平成 29 年 5 月 23 日（火）に「公園マネジメント会議 平成 28

年度第４回コア会議」が、初めての試みとして愛・地球博記念公園 

ラボハウスにて開催され、12 名のコア会員の出席があり、コア会

議が成立しました。 

新規会員の承認に始まり、チャレンジスペースである、「プール前

大屋根」と「ラボハウス」の活用方針について話し合われました。 

愛知県建設部公園緑地課(協働グループ) 担当：杉山 

〒460-8501 名古屋市中区三の丸三丁目 1 番 2 号 

TEL：052-954-6491 FAX：052-953-5329 

公益財団法人愛知県都市整備協会愛･地球博記念公園管理事務所 担当:加納 

〒480-1342 長久手市茨ヶ廻間乙 1533-1 

TEL：0561-64-1130 FAX：0561-61-2150 

・事務局より、以下に示す 5 団体の応募があったことの報告があり、5 団体全てが承認されました。 

【ラボハウスの利用プランについて】 

・「食」と「宿泊」の活用プランについて事務局より説明がありました。 

 

① ② ③ ④ ⑤ 

「愛・地球博記念イベント」企画・運営分科会 
 

春まつり、秋まつりの活動 

報告がありました。 

今年の９月も秋まつりの 

開催を予定しています。 

様々なジャンルの合唱やダ

ンスなどを披露する場につい

てなど、去年の活動実績の報

告がありました。 
※写真は昨年のコア会議より 

「人と感性を育む総合芸術分科会」 


